
平成29年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取組の
課題

今後も評価の平準化を図る。

④今後
(H30以降)

の
改善計画

毎年評価者研修及び被評価者研修を実
施し、評価の平準化を図る。

①今年度
(H29)の
改善計画

②今年度
(H29)に
実施した

取組

評価者のスキルアップを図る。評価結
果を給与等へ反映させる。

評価結果を勤勉手当及び昇給に反映さ
せた。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ｂ　削減の余地がややあ
る

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価
Ａ　市が担うべき

有効性

市関与の必要性

Ａ　必要性が高まると
考えられる

0.25 0.25

必要性

平成28年度

1,882,500 1,716,250 1,678,000

平成27年度

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

1,047 1,052 人

平成29年度

0.25

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

平成２４年度から全職員を対象に人事
評価を行い、２年間の試行期間を経て
２６年度から本格実施とした。今後
は、制度の定着及び評価の平準化のた
め、評価者研修、被評価者研修を適宜
実施する。また、必要に応じて制度の
見直しを行う。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

事業名

政　策
施　策

06

→→
毎年４月１日の職員数
(教育長含む）

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

１年を前期と後期に分け、それぞれの期間終了後、評価表に自己評価をし、同表を所属長等の
評価者に提出し、評価をしてもらう。同表をもとに所属長等は部下にフィードバック面接で指
導等を行う。評価確定後、評価表等を人事担当課に提出する。

継続して実施しており、特に変化はない。

職員の能力開発、指導育成及び給与、昇任等に反映させ、
もって、組織目標の明確化、組織の活性化及び人材育成基本
方針に掲げる目指すべき職員像の実現に資する。

主管課長 伊藤　龍史健全で効率的な行財政運営

名　　称 平成27年度 平成28年度 平成29年度

6-2

主管課 人材育成課

会計 小事大事目項

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

全職員 意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

②

評価人数 1,041

人事評価制度事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実）


